






研究目的 

近年,わが国においては産業化,都市化の進展等により,人間の日常生活の能率化,利便度が

進んできている。その反面,生活の機械化,作業の単調化及び open spaceの不足等は運動不

足を招来し,それが人間の健康問題として大きく浮き上ってきている。 

このように生活環境が変化してくるにつれて,都市幼児に疲れやすい,食欲不振・カゼをひ

きやすい等の症状を訴える幼児の増加や身体の形態発育の加速化に比較して運動機能発達

等体力の相対的低下を指摘する研究報告が多くみられる。これらは家庭に於ける母親の支

配的過保護との係わりをもつものという結果の報告もみられる。これは保健指導において

都市的特性として重視すべき問題である。今回の研究では,このような点から幼児期の発達

課題として生活習慣・運動機能・健康度・遊びと環境・事故災害などに視点をおき,都市幼

児の健康と安全に関する行動形成における母子相互作用について検討を行なったので,そ

の概要について報告する。 


